
主催 勝田台フットボールクラブ

日時 2年生　令和5年6月10日(土)

1年生　令和5年6月11日(日)

会場 千葉市立こてはし台中学校
　

第１回KFC杯争奪

ミニサッカー大会

KATSUTADAI FOOTBALL CLUB



≪開催時間≫

両日程ともに　１０：００～１７：００　で開催いたします。
開場は両日程とも８時３０分となります。
雨天中止の場合は、朝７時に当クラブホームページでお知らせいたします。
開会式は行いませんので、試合時間（審判割当確認して）に合わせて来てください。
各試合の審判割当をさせてもらいましたので、ご協力をお願いします。

≪参加費≫
大会参加費６，０００円　（振込み、未払いチームについては当日）

≪スケジュール≫
参加チーム　２年２４チーム　１年１２チーム
大会方式　　４チームによるリーグ戦（１次予選）を午前中に行う
　　　　　　午前中の結果に応じて３チームによる２次予選・順位決定戦を行う
最低試合数　６試合

≪参加資格≫
スポーツ保険に加入している選手

≪閉会式、表彰≫
両日ともに３位入賞チームで行う。
表彰　　　　　優　勝   ：カップ（持ち回り）・メダル・賞状

準優勝　：カップ（持ち回り）・メダル・賞状
３位　　：メダル・賞状

※　メダルは各９個まで用意しております。１０個目からは買取となります。

≪競技規則≫
（１）６人制ミニサッカーとする　※試合球は４号サッカーボール（両チーム持ち寄り）

（２）試合方法は予選リーグとし　勝利　３点　引分け　１点　負け　０点
尚、勝点が同一の場合は直接対決の勝敗、得失点、総得点、の順で順位を決定する。
それでも、同一の場合PK戦にて決定する。

（３）試合時間は、７分－２分－７分とする。※　アディショナルタイムは取らない

（４）選手交代人数は、自由とし同一試合の再出場は可能。

（５）審判は審判割り当て表のチームで行う。※審判服着用（無い場合は黒ビブス貸出します）

（６）別紙記載のミニサッカー競技規則で行うこととする

（７）その他のルールについては、日本サッカー協会競技規則に準ずる。

≪駐車場、送迎について≫
・各駐車場地図は別添資料をご確認下さい。

・指定駐車場以外の場所（路上、周辺商業施設、大会と関係のない公共施設等駐車場）
　には決して駐車しないでください。台数制限は１チーム３台（２チームエントリーの場合６台）とします。
・駐車違反があった場合、判明した場合はその時点から以降の大会への参加をお断りいたします。

大会実施要項



第１回KFC杯　ミニサッカー大会参加チームの皆様へ

KFC杯の進行をスムーズに行う為にご協力をお願いします。

①　大会本部及び運営委員の指示に従ってください。

②　帯同するスタッフの方へ

　・選手の用具や審判用具の準備などで遅れが出ないようご協力をお願いします。
　　円滑な大会運営にご協力ください。

　・自チーム試合前の試合のハーフタイムになりましたら、対戦コートそばに待機してください。

　・この時、コーチは必ず自チーム試合後の審判の準備もしてきて下さい。（トイレ含む）

　　対戦後に準備する時間的余裕がありませんのでよろしくお願いします。

　　　以上のことを自チーム試合前の試合終了までに必ず済ませて、コートそばで待機し、

　　　前の試合が終わりましたら速やかにベンチに移動し試合に入ってください。

　・低学年の大会ですので、審判を始めたばかりの方もいらっしゃると思います。
　　審判へのクレームがベンチ、観客から出ないよう、ご協力をお願い致します。

　・荷物置場に指定はありませんので、空いているスペースに荷物をおいてください。
　　テントやタープを使用していただいて構いませんが、風で飛ばされないように対策してくださ
い。

　・野球・テニスのコートには、なるべく立ち入らないようにお願い致します。
　　部室に向かってボールは蹴らないようにお願いします。また、部室横のバスケットゴールも使用

③　審判を担当する方へ

　・繰返しになりますが、自チームの試合前に審判の準備をお願いします

　・大会本部からの合図での一斉スタート、一斉終了を予定しています。
　　ただし、あくまで審判に対する合図となりますので、開始・終了のホイッスルは審判の方が
　　鳴らしてください。

　・審判服の着用をお願い致します。※ない場合は黒ビブスを貸出します

　・試合前にすね当てのチェックなど、用具チェックをお願い致します。

以上、大会の円滑な運営の為、ご協力いただきますようお願いいたします。

KFC杯大会本部　
KFC杯運営委員会



カテゴリ ルール

用具
①トレーニングシューズを着用する ※スパイクは禁止
②すね当てを着用する

ユニフォーム
①ビブスでの出場も認める
②ビブスで出場する際、ソックスの色は統一すること
③GKもビブスでの出場を認める

選手交代
①自由交代制とする。ただし交代ゾーンから出入りすること
②GKの交代はアウトオブプレー中に審判を呼び、プレーが止まってから行うこと

キックオフ

①キックオフからの直接ゴールは認めない。
②キックオフから直接ゴールに入った場合、ゴールキーパースローで再開する
③キックオフの際、相手チームは３m離れなければならない
④助走を取ってのキックを認める

キックイン

①ボールがタッチラインを超えた場合はキックインでスタートする。その際相手チームは３メートル離れなけれ
ばならない
②キックインの直接ゴールは認めない
③キックインが直接ゴールに入った場合、ゴールキーパースローで再開する
④助走を取ってのキックを認める
⑤キックしたボールがコートに１度も入らずにコート外に転がってしまった場合や、軸足がコートに入った状態
でのキックは、主審の指示の元やり直しで再開する

キーパースロー
（ゴールライン
を超えた場合）

①ボールが攻撃側の選手が最後に触れてゴールラインを超えた場合、キーパースローで再開する
②キーパーが投げたボールが誰にも触れずに、ノーバウンドでハーフラインを超えた場合は、ハーフライン上か
ら間接フリーキックで再開する
③キーパースローはキックすることができない。キックしてしまった場合はスローからやり直して再開する
④キーパースローが直接ゴール自分のゴールに入った場合、コーナーキックで再開する

キーパースロー
（インプレー中
にキャッチした

場合）

①キーパーがボールをキャッチした場合、キーパースローまたはドリブルで再開する
②キーパーが投げたボールが誰にも触れずに、ノーバウンドでハーフラインを超えた場合は、ハーフライン上か
ら間接フリーキックで再開する
③キーパーはキャッチしたボールをそのままハンドキック・（キックによる）パス・シュート・フィールド外へ
の（キックによる）クリアをすることはできない。違反があった場合はスローからやり直しで再開する
④キーパースローが直接ゴール自分のゴールに入った場合でもゴールを認める

コーナーキック
①ボールが守備側の選手が最後に触れてゴールラインを超えた場合、コーナーキックで再開する
②コーナーキックからの直接シュートはゴールとなる
③助走を取ってのキックを認める

フリーキック
①直接、間接フリーキックに関わらず、再開場所は反則のあった場所を再開位置とする
②守備側の選手はボールから５メートル離れなければならない。ただし、ゴールまでの距離が３メートルに満た
ない時はゴールライン上に壁を作ることは認められる。

ファウル
キッキング、プッシング、トリッピング、ホールディング、ハンドリング等の違反行為があった場合は相手チー
ムの直接フリーキックで再開する

ファウル

以下の反則があった場合、相手チームの間接フリーキックで再開する。
①キックオフ、キックインのキッカーによる２度蹴り
②キーパースローがハーフラインをそのまま超えた場合
③バックパスをキーパーが手で取ってしまった場合
④その他サッカーの競技規則において間接フリーキックとなる場合の反則があった場合

スライディング

ボールを保持している選手へのスライディングタックルは禁止とする。
違反があった場合、相手チームの直接フリーキックで再開する。
ただし、以下の場合で、相手選手を危険にさらさない正当なスライディングであれば、スライディングタックル
とは認めない。
① シュートコース・パスコースに対するブロックの意味合いが強いスライディング
② ルーズボールをフィールド内に残そうとしたときのスライディング
③ キーパーが滑りこみながらボールをキャッチする場合

バックパス
フットサルルールのバックパスは採用しない
ただし、サッカーにおけるバックパスルールは採用する

PK ペナルティエリア内で、攻撃側の選手が直接フリーキックを与えられるファイルを受けた場合、PKで再開する。

オフサイド オフサイドは採用しない

警告 退場

①サッカールールに則り、警告を与えるような行為があった場合はイエローカード、退場になるような行為が
あった場合はレッドカードを提示する
②累積や次節出場停止などの対応はしないこととする。
③レッドカードを提示され退場になった選手を再びピッチに戻すことはできないが、サブの選手を入れることは
可能とする

競技規則


